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“大きな茶わんで 
　　　顔が隠れてしまいました” 
“大きな茶わんで 
　　　顔が隠れてしまいました” 
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１月　１月２２日、観音寺（大字矢高）で「大福茶会」が阿久比風土記の会主催で開かれました。２２日、観音寺（大字矢高）で「大福茶会」が阿久比風土記の会主催で開かれました。
奈良県西大寺で行れている「大茶盛式」を参考に始めてから今年で２０回　奈良県西大寺で行れている「大茶盛式」を参考に始めてから今年で２０回目。参加者は健目。参加者は健

康と幸せを願いながら巨大茶わんで「濃茶」を回し飲みしていました。康と幸せを願いながら巨大茶わんで「濃茶」を回し飲みしていました。
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広報あぐい　２００６年２月１日号

�
　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
町
内
に

住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
。

①　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
配

当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方
で
、

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
役
場

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
方
。
給
与
所
得
以
外
の
少
額
の

町
県
民
税
の

　
　
　

申
告
が
必
要
な
方

所
得
が
あ
っ
た
方
。
平
成
十
七
年
中
に

退
職
し
、
平
成
十
八
年
一
月
一
日
ま
で

に
就
職
し
て
い
な
い
方
。

③　

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
だ
け
の
方
で
、

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

※　

役
場
か
ら
町
県
民
税
の
申
告
用
紙
が

届
い
た
方
で
、
申
告
の
必
要
が
な
い
方

は
、
申
告
書
裏
面
の
「
申
告
の
必
要
が

な
い
場
合
の
記
載
欄
」
に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
告
用
紙
の
送
付
は
、
昨
年
の
申
告

実
績
な
ど
を
も
と
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
が
届
か
な
い
方
や
、
新
た
に
必

要
と
な
っ
た
方
は
、
役
場
税
務
課
住
民

税
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�
　

平
成
十
七
年
中
に
各
種
の
所
得
が
あ
り

次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①　

事
業
を
営
む
方
、
不
動
産
収
入
の

あ
っ
た
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

な
ど
で
平
成
十
七
年
中
の
所
得
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が
二
千

万
円
を
超
え
た
方
。
二
カ
所
以
上
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
方
。
給
与
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
た
方
。

�
　

申
告
の
必
要
が
な
い
方
で
も
、
次
の
よ

う
な
方
は
、
申
告
を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
の

税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①　

平
成
十
七
年
中
の
所
得
が
少
な
い
方

で
配
当
所
得
、
外
交
員
報
酬
、
原
稿
料

な
ど
が
あ
っ
た
方
。

②　

給
与
お
よ
び
年
金
所
得
者
で
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

�
　

町
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
受
付
期
間

所
得
税
の

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方

所
得
税
の

　

申
告
で
税
金
が
戻
る
方

申
告
書
の

　

提
出
は
郵
送
で
も
Ｏ
Ｋ

は
、
二
月
十
六
日（
木
）か
ら
三
月
十
五
日

（
水
）ま
で
で
す
。（
所
得
税
の
還
付
申
告
書

は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。）

☆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
５
‐
８
６
８
６

　

半
田
市
宮
路
町
五
〇
‐
五

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

☆
町
県
民
税
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
０
‐
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越
五
〇

　

阿
久
比
町
役
場
税
務
課
住
民
税
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
・

３
０
２
）

�
　

今
年
の
申
告
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
申
告
受
付
に
変
わ
り
ま
す
。
担
当
職
員

が
必
要
な
事
項
を
入
力
し
て
プ
リ
ン
ト
し

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
う
え
署
名
押

印
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
申
告
で
き
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は
事

前
に
各
自
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員

が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

受
付
時
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控
除
の

種
類
、
必
要
書
類
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
書
類
不
備
の
場
合
、
会
場
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
か
、
自
宅
で
作
成
の

う
え
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

各
地
区
（
出
張
申
告
）
で
の
申
告
受
付

は
、
従
来
ど
お
り
の
手
書
き
記
入
で
行
い

ま
す
が
、
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計

表
は
、
申
告
さ
れ
る
方
が
事
前
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
受
付
方
法
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

（
申
告
特
集
） 

申申告告のの準準備備ははおお済済みみでですすかか

町県民税、個人事業税、所得税の申告
相談受付期間

２月１６日（木）～３月１５日（水）
（土曜・日曜を除く）
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�
　

申
告
す
る
方
は
、
次
の
所
得
区
分
な
ど

に
応
じ
て
、
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
や
年
金
、
原
稿
料
の
収
入
な

ど
が
あ
る
方

・
源
泉
徴
収
票

・
報
酬
明
細
書

②
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
の
あ
る
方

・
収
支
内
訳
書
（「
農
業
の
お
知
ら
せ
」
に

よ
り
申
告
す
る
方
は
、
そ
の
他
の
経
費

の
領
収
書
）

③
配
当
や
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
の

あ
る
方

・
支
払
明
細
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
の
書

類
④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

・
医
療
費
の
明
細
書
（
集
計
表
）

・
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

・
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分

か
る
書
類

�・
各
種
保
険
料
の
払
込
（
控
除
）
証
明
書

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方

・
住
民
票
の
写
し

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
な
ど

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
証
明
書

・
家
屋
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
建
築
工
事

請
負
契
約
書
の
写
し

申
告
時
に
必
要
な
も
の

⑤
社
会
保
険
料

　

生
命
保
険
料　
　

控
除
を
受
け
る
方

　

損
害
保
険
料
���

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
の
場
合
）

⑦
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

・
り
災
証
明
書

・
被
害
資
産
の
内
容
・
状
況
な
ど
が
分
か

る
も
の

・
被
害
資
産
の
取
り
壊
し
費
用
な
ど
の
明

細
お
よ
び
そ
の
領
収
書

・
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分

か
る
書
類

⑧
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方

・
特
定
寄
付
金
な
ど
の
受
領
書

※　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は

事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
会

場
の
職
員
が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

※　

税
金
の
還
付
に
な
る
方
は
、
申
告
者

本
人
の
振
込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申申告告のの準準備備ははおお済済みみでですすかか

　詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。

　国税庁のホームページで所得税の確定申告書を作成し
て、添付書類とともに税務署へ提出できます。

インターネットで所得税の確定申告ができます

ホームページアドレス
http://www.nta.go.jp

�

「所得税の確定申告書作成コーナー」
�

対話形式で入力後、
プリンターで印刷

�

添付書類と合わせて
税務署へ提出（郵送でもOK）

�

・医療費控除
　医療費控除として所得から差し引かれる金額は、平成１７年
中に実際に支払った医療費から保険などで補てんされる額を
引いて残った金額から、１０万円または合計所得金額の５％の
いずれか低い額を差し引いた残りの金額です。
　計算式は、次のとおりです。
（支払った医療費－保険などで補てんされる額）－１０万円ま
たは合計所得金額の５％のいずれか低い金額＝控除額（ただ
し、最高額２００万円）
・老年者控除
　平成１６年分限りで廃止されました。（６５歳以上の方で寡婦ま
たは寡夫に該当する方は寡婦、寡夫控除が受けられます。）

・寡婦、寡夫控除
①　寡婦とは夫と死別・離婚した後再婚していない方や夫が
生死不明などの方で、扶養親族や、平成１７年分の総所得金
額等が３８万円以下の生計を同じにする子（他の納税者の控
除対象配偶者や扶養親族とされている方を除きます。）のあ
る方、または夫と死別した後再婚していない方や夫が生死
不明などの方で、平成１７年分の合計所得金額が５００万円以下
の方。

②　寡夫とは平成１７年分の合計所得金額が５００万円以下の方
のうち、妻と死別・離婚した後再婚していない方や妻が生
死不明などの方で、平成１７年分の総所得金額等が３８万円以
下の生計を同じにする子（他の納税者の控除対象配偶者や
扶養親族とされている方を除きます。）のある方。

・障害者控除
　次のいずれかに該当する方が対象となります。
①　身体障害者手帳や、厚生労働大臣または知事から障害者
である旨の書類などの交付を受けている方。

②　介護保険制度の要介護認定（１～５）を受けている６５歳
以上の方で、障害者控除対象者認定書の交付を受けている
方。

 所得控除用語の解説 ・配偶者控除および扶養控除
　合計所得金額が３８万円以下で、次のいずれかに該当する方が
対象となります
　①　生計を同じにする配偶者やその他の親族
　②　都道府県知事から養育を委託された児童
③　老人福祉法の規定により養護を委託された老人（注）①
～③のうち、青色事業専従者で給与の支払いを受ける者ま
たは白色事業専従者は除きます。

・特定扶養親族
　扶養親族のうち、昭和５８年１月２日から平成２年１月１日以
前に生まれた方（１２月３１日現在で１６歳以上２３歳未満の方）をい
います。
・老人控除対象配偶者および老人扶養親族
　控除対象配偶者および扶養親族のうち、昭和１１年１月１日以
前に生まれた方（１２月３１日現在で７０歳以上の方）をいいます。
・配偶者特別控除
　納税者本人の合計所得金額が１，０００万円以下で、次のいずれに
も該当しない配偶者が対象となります。
　①　他の人の扶養親族とされる場合
　②　青色事業専従者で給与の支払いを受ける場合
　③　白色事業専従者である場合
④　配偶者が配偶者本人の課税所得の計算上、配偶者特別控
除の適用を受けている場合

　⑤　合計所得金額が３８万円以下または７６万円以上の場合

配偶者特別控除の額（所得税）

控除額配偶者の合計所得金額控除額配偶者の合計所得金額

１６万円６００，０００円～６４９，９９９円３８万円３８０，００１円～３９９，９９９円

１１万円６５０，０００円～６９９，９９９円３６万円４００，０００円～４４９，９９９円

６万円７００，０００円～７４９，９９９円３１万円４５０，０００円～４９９，９９９円

３万円７５０，０００円～７５９，９９９円２６万円５００，０００円～５４９，９９９円

２１万円５５０，０００円～５９９，９９９円

申告特集申告特集
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　確定申告の受付期間中に、次のとおり税理士によ
る無料税務相談が受けられます。ぜひご利用くださ
い。
日　時　２月２０日（月）・２１日（火）
　　　　午前９時半～午前１１時半
　　　　午後１時～午後４時
会　場　中央公民館本館１０３号室（町の申告会場内）

受付期間
　２月１６日（木）～３月１５日（水）
受付時間
　午前９時～午前１１時半
　午後１時～午後４時
※　土曜日、日曜日と時間外の受け
付けはできませんので注意してく
ださい。

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

役　場 

中
央
公
民
館 

　
　
　
南
館 

消
防
署 

商工会 

中
央
公
民
館 

　
　
　
本
館 

阿久比町役場前交差点 

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館中央公民館本館１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１０３号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室号室

会　場
　受付時間　

地　区受付月日
午　後午　前

中 部 公 民 館――９時～１１時椋 岡
２月２１日（火）

大古根公民館１時３０分～
３時３０分――大 古 根

宮津山田集会所１時～　
３時３０分

９時～　
１１時３０分

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿久比団地

２月２２日（水）

横 松 公 民 館――９時～１１時横 松
２月２３日（木）

高岡老人憩の家１時３０分～
３時３０分――高 岡

草 木 公 民 館１時～　
３時３０分

９時～　
１１時３０分草 木２月２４日（金）

宮 津 公 民 館――９時～１１時宮 津
３月２日（木）

板 山 公 民 館１時３０分～
３時３０分――板 山

福住老人憩の家――９時～１１時福 住
福住園高台

３月３日（金）
坂 部 公 民 館１時３０分～

３時３０分――坂 部

萩老人憩の家――９時～１１時萩
３月６日（月）

矢 口 公 民 館１時３０分～
３時３０分――矢 口

植 公 民 館１時～
３時３０分

９時～　
１１時３０分植３月７日（火）

白 沢 区 民 館――９時～１１時

白 沢
白 沢 台
日 生 団 地
メイツ巽ヶ丘３月８日（水）

高根台集会所１時３０分～
３時３０分――高 根 台

中央公民館本館
　（１０３号室）１時～４時９時～　

１１時３０分
阿 久 比 町
全 地 区

２月１６日（木）
～

３月１５日（水）

※　半田税務署では受け付けしません。住吉福祉文
化会館へお出かけください。
開設期間　２月１日（水）～３月１５日（水）
※　消費税、地方消費税については３月３１日（金）ま
で受け付けを行います。
※　土曜日・日曜日と時間外は受け付けできません。
ただし、２月１９日と２月２６日の日曜日は、受け付け
を行います。（住吉福祉文化会館のみ）

開設時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～午後４時半
※　所得税、贈与税、消費税の受け付けを行います。
町県民税の申告は、阿久比町の申告会場でお願い
します。
※「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する所得
税・贈与税・消費税の申告と納税相談は、阿久比
町の申告会場では受け付けできません。
※　職員による会場での計算確認は行いません。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館住吉福祉文化会館

税理士による無料税務相談所

○町県民税　
　役場税務課住民税係
　�（４８）１１１１　（内２２０・３０２）
○所得税・贈与税・消費税
　半田税務署
　�（２１）３１４１

問い合わせ先

　各地区での受付日時と場所は次のとおりです。
※　受付時間は会場により違いますので、よく確認し
てお出かけください。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場各地区の会場
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申告特集申告特集

１　おもな制度改正の要点
◎　老年者控除が廃止されました。（住民税・所得税）
　６５歳以上の方で合計所得金額が１，０００万円以下の場合
に適用された老年者控除の制度は、平成１６年分限りで廃
止されました。
　寡婦、寡夫控除の対象になる方は、寡婦、寡夫控除が
受けられます。
◎　６５歳以上の方（昭和１６年１月１日以前に生まれた方）
の公的年金等に関する雑所得の計算方法が変わりました。
（住民税・所得税）

�

◎　６５歳以上で前年の合計所得金額が１２５万円以下の方に
対する非課税措置が、平成１８年度から廃止されます。（住
民税）
　平成１７年１月１日現在、６５歳以上であった方について
は、平成１８年度分は３分の１、平成１９年度分は３分の２
が課税される緩和措置が実施され、平成２０年度分からは
全額課税となります。
◎　社会保険料控除証明書の添付・提示が義務付けられま
した。（所得税・住民税）
　　所得税法などの一部が改正され、国民年金保険料を社
会保険料控除として申告する場合に、１年間に納付した国
民年金保険料を証明する書類を添付・提示することが義
務付けられました。
※　生命保険会社などから送付される控除証明書と同様に、
一年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が、
社会保険庁から昨年の１１月上旬に送付されています。

　　証明内容は昨年１月から９月末日までに納付された国
民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の納付
見込額です。１０月以降に初めて保険料を納付した方につ
いては、２月上旬に同様の証明書が送付されます。
　　必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、大
切に保管してください。
□問い合わせ先
　控除証明書専用ダイヤル　�０５７０（００）９９１１
　半田社会保険事務所　　　�（２１）２３２１
◎　露地野菜・花き・果樹などの農業所得標準が平成１６年
分から廃止されました。（所得税・住民税）
　　平成１７年中に露地野菜・花き・果樹などの農業所得を
得た方は、収入金額や必要経費を記録して、収支計算に
より申告する必要があります。
　　露地野菜などとあわせて水稲の作付けを行っている方
も、すべての作目について収支計算を行う必要がありま
す。（露地野菜などの作付けがある旨申告された方には、
「農業のお知らせ」は送付しません。水稲のみ作付けさ
れた方には、「農業のお知らせ」を２月上旬に送付しま
す。）
※　収支計算について分からないことは、半田税務署（個
人課税部門）�（２１）３１４１へ問い合わせてください。

控除額公的年金の収入金額Ａ受給者の年齢
Ａの金額１２０万円以下

６５歳以上の人
１２０万円１２０万円超３３０万円以下

Ａ×２５％＋３７５，０００円３３０万円超４１０万円以下
Ａ×１５％＋７８５，０００円４１０万円超７７０万円以下
Ａ×５％＋１，５５５，０００円７７０万円超

２　定率減税が一部縮減して実施されます。
　平成１７年分の所得税については、平成１６年分同様実施さ
れます。
　平成１８年分の所得税、平成１８年度町県民税から縮減して
実施されます。

�

●給与所得がある方
　「扶養控除等（異動）申告書」を提出している給与所得者
については、その給与の支払者のもとで年末調整により控
除されます。
　なお、次に該当する方は、確定申告によって精算するこ
とになります。
　①　給与の収入金額が２，０００万円を超える方
②　給与の支払いを２カ所以上から受けている方で、年
末調整を受けない給与の収入金額と給与所得や退職所
得以外の所得の金額の合計額が２０万円を超える方

③　年の途中で退職した方で、年末調整を受けなかった
方

④　労働した時間や日によって給与を受ける方（丙欄適
用者）

⑤　給与所得以外の所得があるため、確定申告の必要が
ある方

●公的年金等を受けている方
　「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」を提出してい
る公的年金等の受給者については、その公的年金等の支払
者のもとで控除されますが、最終的な定率減税額の精算は、
確定申告によって受けることになります。
●事業所得や不動産所得などがある方
　事業所得や不動産所得がある方は、予定納税第１期（８
月）分から控除され、控除しきれない部分については、第
２期（１１月）分から控除されます。予定納税のない方は、
確定申告により定率減税の適用を受けることになります。

３　納税には、口座振替の利用を
　所得税や消費税の納税には、安全で便利な振替納税を利
用してください。　
　振替納税は、あなたの預貯金口座（銀行、農協、郵便局
など）から、口座振替により、納税することができるもの
です。
①　あなたの預貯金口座から、決められた納期限に自動
的に引き落とされます。

②　納付のため、現金を用意したり、金融機関に出かけ
て納税する必要がありません。

③　うっかり納税を忘れて、延滞金を払うこともありま
せん。
　手続は簡単です。「預貯金口座振替依頼書」に必要
事項を記入して、税務署か、ご利用の金融機関に提出
するだけです。
（確定申告の期間中は、役場の申告会場でも提出でき
ます。）

　控除率など
平成１８年分所得税
平成１８年度個人住民税

平成１７年分所得税
区　　分

上　限控除率上　限控除率
１２．５万円１０％２５万円２０％所　得　税
２万円７．５％個人住民税

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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申　告 
（平成１７年中の所得） 

計 算 

町県民税 
（平成１８年度） 

地方税 

所  得  税 
（平成１７年分） 

国 税 

申告特集申告特集
申告の際に

よくある質問

所得の種類と所得金額の計算方法
所得金額の計算方法所　得　の　種　類

収入金額＝利子所得の金額
公社債や預貯金の利子
などによる所得

利 子 所 得１
収入金額－株式などの元本を取
得するために要した負債の利子
＝配当所得の金額

株式の配当や証券投資
信託の収益分配などに
よる所得

配 当 所 得２
収入金額－必要経費＝不動産所
得の金額

土地や建物などの不動
産の貸付けによる所得

不動産所得３
収入金額－必要経費＝事業所得
の金額

農業、商工業などの事
業から生ずる所得

事 業 所 得４
収入金額－給与所得控除額または
特定支出金額＝給与所得の金額

給料、賞与などによる
所得

給 与 所 得５
（収入金額－退職所得控除額）×
１／２＝退職所得の金額

退職により一時に受け
る給与などによる所得

退 職 所 得６
収入金額－必要経費－特別控除
額＝山林所得の金額

山林の伐採または譲渡
による所得

山 林 所 得７
収入金額－資産の取得費－資産
の譲渡費用－特別控除額＝譲渡
所得の金額

土地や建物その他の財
産の譲渡による所得

譲 渡 所 得８

収入金額－必要経費－特別控除
額＝一時所得の金額

生命保険による一時金、損害
保険による満期返戻金、賞金
や懸賞当せん金などの所得

一 時 所 得９
次の①と②の合計額
①公的年金等の収入金額－公的年金等控除額
②①を除く雑所得の収入金額－必要経費

公的年金や原稿料、出演料、
生命保険年金など上記の１
～９にあてはまらない所得

雑 所 得１０

　所得は、個人の一年間の「収入」からその収入を得るために
使った「必要経費」を引いて「所得」を計算します。

所得と収入は違います所得と収入は違います

　町県民税（住民税）は阿久比町と愛知
県に納める地方税で、町が税額を計算し
て法人や個人に通知し税金を徴収します。
（平成１８年度の住民税所得割の税額は、平
成１７年中の所得金額が基準となります）
　所得税は国税で、一年間の所得に対し
て、法人や個人が自ら税額を計算して、
申告した税額を納付します。
　サラリーマンの場合、町県民税は毎月
の給料から、所得税は毎月の給料とボー
ナスから源泉徴収されています。

町県民税と所得税 

�　医師などに対する謝礼

�　健康診断や美容整形の費用

�　疾病予防や健康増進などのた
めの医薬品や健康食品の購入費

�　親族に支払う療養上の世話の
費用

�　治療を受けるために直接必要
としない近視、遠視のためのメ
ガネや補聴器などの購入費

�　通院のための自家用車のガソ
リン代、分べんのため実家へ帰
るための交通費

次のような費用は次のような費用は
医療費控除の医療費控除の
対象になりません対象になりません
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室
内
に
潜
む
危
険
性

　

突
然
の
地
震
に
襲
わ
れ
て
、
自
分
や
家

族
が
け
が
を
し
た
ら
、
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。

　

け
が
を
負
う
と
、
そ
の
後
の
避
難
行
動

や
地
域
の
一
員
と
し
て
の
役
割
（
相
互
の

助
け
合
い
）
な
ど
す
べ
て
に
支
障
が
生
じ

ま
す
。
け
が
の
有
無
の
多
く
は
、
揺
れ
始

め
三
秒
間
の
行
動
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
内
（
室
内
）
を

見
渡
し
て
、
潜
む
危
険
性
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
家
具
の
固
定
と
レ
イ
ア
ウ
ト（
配
置
）

　

地
震
が
就
寝
中
に
発
生
す
る
こ
と
も
考

え
、
暗
闇
の
中
を
想
定
し
ま
す
。
室
内
に

あ
る
す
べ
て
の
家
具
が
固
定
さ
れ
、
ガ
ラ

ス
に
も
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
が
張
ら
れ
て

い
る
の
が
理
想
で
す
。
固
定
で
き
な
い
家

具
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
向
き
に
ど
の
位

置
ま
で
転
倒
す
る
か
（
被
害
に
遭
う
か
）

を
考
え
ま
す
。
も
し
そ
の
位
置
で
就
寝
し

て
い
る
場
合
は
、
家
具
の
配
置
を
変
え
る

か
、
就
寝
位
置
を
変
え
ま
す
。
家
族
全
員

が
部
屋
の
中
で
、
ど
こ
が
危
険
で
ど
こ
が

安
全
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

室
内
に
必
ず
一
カ
所
は
安
全
な
場
所

（
ゼ
ロ
リ
ス
ク
空
間
）
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
避
難
経
路
の
確
保
も
大
切
で
す
。
家

具
が
倒
れ
て
も
ド
ア
が
開
く
配
置
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
検
証
か
ら
、
寝
室

と
子
ど
も
部
屋
の
家
具
転
倒
率
が
、
居
間

な
ど
の
部
屋
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
は
、
部
屋
の
広
さ
（
床
面
積
）

に
対
し
て
、
家
具
の
数
が
多
す
ぎ
る
傾
向

に
な
り
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
家
族
全
員
の
行
動
ル
ー
ル

　

揺
れ
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
安
全
な

場
所
（
ゼ
ロ
リ
ス
ク
空
間
）
に
逃
げ
込
み

ま
す
。

　

揺
れ
て
い
る
時
は
、
む
や
み
に
動
か
な

い
こ
と
で
す
。
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

安
全
な
場
所
に
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
無

理
な
行
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
に
も
「
室
内
の
安
全

な
場
所
」
を
教
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
室
内
の
危
険
度
を
診
断

　

ど
れ
く
ら
い
の
揺
れ
で
、
室
内
の
家
具

が
ど
の
よ
う
に
転
倒
す
る
か
、
ど
の
場
所

が
安
全
か
を
予
測
し
診
断
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.hitachi

‐ to.co.jp/prod
ucts/sindan/system

.htm
l

を
入
力
後

﹇
●
室
内
危
険
度
診
断
シ
ス
テ
ム
の
起

動
﹈
を
開
い
て
危
険
度
を
診
断
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

申告特集

３１ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

家
庭
内
で
け
が
を
し
な
い
た
め
の
予
防

策
は

①　

家
具
の
固
定

②　

家
具
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
配
置
）

③　

家
族
全
員
の
行
動
ル
ー
ル

　

で
す
。

　

一
月
十
一
日
、
半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル
で

半
田
警
察
署
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
各
地
区
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
次
の
四
団
体
の
代
表

に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

○
宮
津
山
田
自
治
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

○
草
木
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

○
福
住
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

○
植
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

一
月
十
七
日
、町
長
へ
報
告
に
訪
れ「
地

域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動

が
認
め
ら
れ
て
大
変
う
れ
し
い
。
地
区
の

た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
ま
す
」
と
皆

さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
、
力
強
く
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
績
認
め
ら
れ
る

町長室へ報告に訪れた各団体の代表の皆さん

表示されるホームページの画面
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赤
十
字
奉
仕
団
員
の
救
護
訓
練
、
幼
稚

園
児
の
「
火
の
用
心
」
行
進
、
消
防
ク
ラ

ブ
の
消
火
訓
練
、
消
防
団
の
一
斉
放
水
な

ど
も
実
演
さ
れ
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
優
良
消
防
団
員

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　

▽
愛
知
県
消
防
協
会
長
表
彰　

善
行

章 
新
美
貴
弘
（
第
一
分
団
分
団
長
）
新
美

善
弘
（
第
二
分
団
同
）
鬼
頭
伸
彰
（
第
三

分
団
同
）
皆
川
光
治
（
第
四
分
団
同
）
片

山
健
児
（
第
五
分
団
同
）
▽
知
多
地
域
消

防
連
絡
協
議
会
長
表
彰　

功
労
章 
皆
川

貴
宏
（
第
三
分
団
班
長
）
山
口
高
志
（
第

四
分
団
団
員
）　

精
績
章 
舟
橋
洋
雅
（
第

一
分
団
部
長
）
渡
邊
哲
大
（
第
二
分
団
副

分
団
長
）
石
原
雅
文
（
第
三
分
団
団
員
）

竹
内
友
寿
（
第
四
分
団
同
）
▽
知
多
郡
消

防
団
連
合
会
長
表
彰　

精
勤
章 
森
暢
彦

（
第
一
分
団
団
員
）
上
田
公
彦
（
第
二
分

団
同
）
善
行
章 
鈴
木
孝
佳
（
第
一
分
団
団

員
）竹
内
稔
人（
第
三
分
団
同
）竹
内
聡（
第

四
分
団
班
長
）
新
美
浩
二
（
第
五
分
団
副

分
団
長
）
竹
内
裕
貴
（
第
五
分
団
班
長
）

　

一
月
八
日
、
阿
久
比
町
消
防
出
初
め
式

が
役
場
北
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
職
員
、
町
消

防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
、
英
比
小
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
、
ほ
く
ぶ
幼
稚
園
児
な
ど
が
参

加
し
、
来
賓
や
見
学
者
の
見
守
る
中
、
観

閲
や
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

▽
町
長
賞　

新
海
み
の
り（
南
部
小
５
）

▽
特
選　

舟
橋
ゆ
な
（
東
部
保
育
園
）
新

海
里
（
南
部
小
２
）
木
股
優
里
（
草
木
小

３
）
山
田
鈴
乃
（
藤
江
小
４
）
加
藤
大
貴

（
加
木
屋
小
５
）
杉
浦
智
大
（
成
岩
小

６
）
岡
部
友
梨
枝
（
阿
久
比
中
３
）
▽
秀

作　

山
田
大
誠
（
藤
江
小
１
）
山
内
慶
洋

（
南
部
小
２
）
成
田
妃
萌
香
（
東
部
小

３
）
阿
知
波
遼
（
南
部
小
４
）
山
内
優
綺

（
南
部
小
５
）
前
川
大
地
（
草
木
小
６
）

高
橋
芙
幸
（
阿
久
比
中
２
）

　

第
十
一
回
阿
久
比
町
書
初
め
大
会
が
一

月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室
で
開
か

れ
、
町
内
外
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
百
五

十
人
が
書
き
初
め
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

年
齢
別
部
門
ご
と
に
課
題
が
決
め
ら
れ
、

今
年
の
干
支
の
「
い
ぬ
」
や
「
つ
よ
い
心
」、

「
明
る
い
未
来
」
な
ど
の
語
句
を
参
加
者

は
力
強
く
書
き
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

真剣に書き初めに挑戦する子どもたち

書き終えて一息する子どもたち

一斉放水を行う消防団員

消火訓練を行う英比小少年消防クラブ
出動人員報告をする団体の代表

�������

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）
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一
月
八
日
、
第
二
十
回
阿
久
比
町
凧
あ
げ

大
会
が
町
内
の
小
学
校
区
ご
と
に
四
会
場
で

行
わ
れ
、
手
作
り
の
た
こ
が
数
多
く
、
大
空

に
舞
い
ま
し
た
。

　

大
だ
こ
揚
げ
に
挑
戦
し
た
地
区
で
は
、
た

こ
が
空
高
く
揚
が
っ
た
瞬
間
に「
や
っ
た
ー
」

と
言
う
歓
声
と
拍
手
が
一
斉
に
起
こ
り
、
参

加
者
は
し
ば
ら
く
の
間
、
空
に
舞
う
�
た
こ
�

に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
だ
こ
は
二
月
十
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で

中
央
公
民
館
南
館
で
展
示
を
し
ま
す
。
力
作

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
、
阿
久
比
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は

二
百
九
十
五
人
。
こ
の
日
の
式
典
に
は
華
や

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
で
二
百
四
十
七
人

の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
竹
内
拓
也
さ
ん
が

「
新
成
人
と
し
て
の
喜
び
と
責
任
を
感
じ
て

い
ま
す
。
幾
度
の
選
択
で
成
人
と
し
て
自
覚

の
あ
る
判
断
を
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
「
新
成
人
の
集
い
」
で
は
、

成
人
式
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
パ
ー

テ
ィ
ー
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
中
学
校

の
恩
師
や
仲
間
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
報
告
を
す
る

な
ど
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

一
月
九
日
、
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
成

人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

仲間と記念写真を撮る新成人

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

各会場でのたこ揚げ

式典で新成人の決意を述べる竹内さん

草木学区草木学区 東部学区東部学区

英比学区英比学区南部学区南部学区



10

広報あぐい　２００６年２月１日号

　

阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成

　

年
度
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１６
　

こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
職
員
の
給
与
や
職
員
数
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
勤
務
条
件
や

服
務
の
状
況
な
ど
を
加
え
て
、
毎
年
公
表
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
秘
書
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

（１）　人件費の状況（平成１６年度普通会計決算）

人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）
住民基本台帳
１７．３．３１現在

２２．９％１，４２５，９５７千円４４１，２０７千円６，２３０，５２８千円２４，５７２人

※　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（２）　職員給与費の状況（平成１６年度普通会計予算）

一人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

給　　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費
職員数（Ａ）

計　（Ｂ）期末 ･勤勉手当職員手当給　　料

５，９０４千円１，０４４，９６０千円２７２，９３０千円１４９，１３９千円６２２，８９１千円１７７人

※　給与費は、平成１６年度当初予算の計上額で職員手当には退職手当は含まない。

（５）　職員の初任給の状況
（平成１６年４月１日現在）

採用２年経過日給料額初　任　給一般行政職

１８４，４００円１７０，７００円大学卒

１５４，３００円１４３，３００円高校卒

公 表

（１）　職員の任免の状況

９　人退 職 者 数５　人採 用 者 数

※　採用者数は、競争試験と選考により採用した職員数。
　　退職者数は、定年、勧奨、死亡、自己都合などにより退職した職員数。

（２）　職員数（平成１６年４月１日現在）

１９６　人職　員　数

職員の任免及び職員数の状況１

（３）　平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況
（平成１６年４月１日現在）

平均年齢平均給与額平均給料額

４１．１歳３９５，１６８円３０８，３９５円一般行政職

（４）　ラスパイレス指数の状況

平成１２年度平成１３年度平成１４年度平成１５年度平成１６年度

９３．１９３．５９２．８９１．５８９．６

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数。

役場庁舎

職員の給与の状況２
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（６）　級別職員数の状況（平成１６年４月１日現在）

計１　級２　級３　級４　級５　級６　級７　級８　級

主事補
技師補

主事補
技師補

主　事
技　師

係　長
主　任

課長補佐
係　長

課　長課　長部　長
標 準 的 な
職 務 内 容

１８５人６人２０人４３人３０人６２人１１人７人６人職　員　数

１００．０％３．２％１０．８％２３．２％１６．２％３３．６％６．０％３．８％３．２％構　成　比

（７）　職員手当の状況（平成１６年４月１日現在）

勤　勉期　末

期末・勤勉
手　　　当

０．７０月分１．４０月分６月期

０．７０月分１．６０月分１２月期

１．４０月分３．００月分計

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
あり

定年・勧奨
（支給率）

自己都合
（支給率）

退職手当

２７．３０月分２１．００月分勤続２０年

４２．１２月分３３．７５月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）
※支給率は、平成１７年３月１日現在。

２１，９５８千円１，２８６千円
１人当たり
平均支給額

９％支給率
調整手当

３３１，４４３円１人当たり平均支給年額

２４．８６％
職員全体に占める
手当支給職員の割合

特 殊 勤 務
手 当

６９，０５２円
１ 人 当 た り
平 均 支 給 年 額

７種類手 当 の 種 類

徴収手当、防疫作業
手当、清掃手当、保
育手当、教育手当、
不快手当、滞納徴収
業務手当

手 当 の 名 称

３８，５６４千円支給総額
時間外勤務
手 当 ２４８，８００円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額

配　偶　者
　　１３，５００円

配偶者以外
２人目まで１人につき６，０００円（扶養
親族でない配偶者を有する場合の１
人目は６，５００円、配偶者のない場合の
１人目は１１，０００円）
３人目以降１人につき　５，０００円

満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末ま
での子１人につき　５，０００円加算

扶養手当

持家　２，５００円（新築・購入から５年間）
借家（借間）
１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最
高２７，０００円

住居手当

交通用具（自動車等）利用者
　通勤距離により　２，０００円～２４，５００円
交通機関利用者
支給単位期間の定期券相当額（１カ月
換算で最高５５，０００円）

通勤手当

（８）　特別職の報酬等の状況（平成１６年４月１日現在）

期末手当報酬等の月額区　 分

６月期　１．６０月分

１２月期　１．７０月分

計　３．３０月分

８１２，０００円町 長

６４３，０００円助　 役

５９３，０００円収　入　役

３４６，０００円議　 長

２６６，０００円副　議　長

２４７，０００円委　員　長

２３７，０００円議　 員

人事行政人事行政
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人事行政人事行政

（１）　職員の分限処分の状況
　ア　休職の状況

３人
心身の故障のため、長期の休養
を要する場合

　イ　職員の意に反する降任・免職の状況

０人

（２）　職員の懲戒処分の状況

 ０人

職員の分限及び懲戒
処分の状況

４

（１）　研修の状況

研        修        名        等受講者数区    分

新規採用職員前期・後期研修、一般職員前期・
中期・後期研修、新任・現任係長研修、新
任・現任課長補佐研修、新任課長研修

 ２７人階 層 研 修

地方自治法講座、地方公務員法講座、民法講
座、地方税法講座、会計学講座、広報講座、
ＪＳＴ基本コース指導者養成研修、研修企画
担当者研修

１１人
専門・特別
研 修

自治大学校、市町村中央研修所４人派 遣 研 修

（２）　勤務成績の評定の状況

年１回評 定 の 回 数

平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日評 定 の 期 間

平成１７年１月評 定 の 時 期

１８５人評定の対象人数

職員の研修及び勤務成績の評定の状況６

（１）　勤務時間の状況（変則勤務職場などを除く一般的な職場におけるもの）

休　息　時　間休憩時間
終了
時刻

開始
時刻

正 規 の
勤務時間

１５：００～１５：１５１２：００～１２：１５１２：１５～１３：００１７：１５８：３０８時間

（２）　主な休暇の種類

付　　与　　日　　数区　分

１年につき２０日年 次 休 暇

出産予定日前６週目に当たる日（多胎妊娠の場合に
あっては、１４週間目に当たる日）から出産日後８週間を
経過する日まで

出 産

２日以内の期間妻の出産補助

１日につき２回各３０分以内の時間育 児 時 間

１年につき５日以内の期間子 の 看 護

親族の区分により１日から７日忌 引

１日父母の祭日

５日以内の期間結 婚

必要と認められる期間選挙権等行使

必要と認められる期間証人等出頭

必要と認められる期間骨 髄 移 植

１年につき５日以内ボランティア

７日以内の期間住居滅失等

必要と認められる期間交 通 遮 断

１年につき３日夏 季 休 暇

（３）　育児休業等取得者数（平成１６年度中に新たに育児休業または部分
休業を取得した職員数）

計女　　性男　　性区　　分

３人３人０人育児休業取得者

０人０人０人部分休業取得者

３人３人０人計

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３

（１）　服務制度に関する研修などの実施状況
　地方公務員法に定められた町職員として
の義務を周知徹底するため、随時、部課長
会議や通知文書により、服務規律の徹底を
図っている。

（２）　営利企業などへの従事許可の状況

８件
報酬を得て事業若しくは事務に
従事する場合の許可

職員の服務の状況５

（１）　職員の福祉の状況
　ア　職員健康診断受診者数

７１人健康診断１２４人人間ドック

　イ　公務災害認定件数

０件

（２）　利益の保護の状況
　ア　勤務条件に関する措置の要求の状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱い件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

　イ　不利益処分に関する不服申立ての状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

職員の福祉及び利益の保護７
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一
日
に
緑
黄
色
野
菜
を
両
手
に
一
杯
、

淡
色
野
菜
を
両
手
に
二
杯
と
い
う
比
率
で

食
べ
る
の
が
最
適
で
す
。（
野
菜
を
生
の
ま

ま
で
刻
ん
だ
状
態
の
分
量
で
す
。）

●
緑
黄
色
野
菜
（
ほ
う
れ
ん
草
、
ニ
ン
ジ

ン
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
）

●
淡
色
野
菜
（
白
菜
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ネ
ギ
、

ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
）

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
栄 
養 
編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
が
い
を

２１持
ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
策
定
し

た
、
町
の
健
康
づ
く
り
計
画
で
す
。
今
回

は
、
そ
の
中
の
「
栄
養
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
食
物
を
口
か
ら
取
り
入
れ
、

そ
の
栄
養
成
分
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
命
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
素
の
過
不
足
は
、
私
た
ち
の
体
に

さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
き
た
し
ま
す
。
特
に
、

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習

慣
病
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
栄
養
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
適
正
な
量
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

楽
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
生
活
を
実
践
す
る

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

１０年後の目標現　状　値

１０．０%１４．８%①青年期の朝食を欠食する人の割合

 ６０．０%４９．０%
②自分の適性体重を維持することのでき
る食事量を理解している人の割合

４０．０%３０．９%③栄養成分表示を参考にする人の割合

現状値は［健康日本２１あぐい計画アンケート」による。   

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

�

�

�

�

��������������������

��������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

・　

家
族
の
団
ら
ん
や
人
と
の
交
流
を
大

切
に
す
る
た
め
、
一
週
間
に
一
回
は
、

二
人
以
上
で
食
べ
ま
す
。

・　

週
に
一
回
以
上
、
体
重
を
測
り
ま
す
。

・　

週
に
一
日
以
上
、
間
食
を
取
ら
な
い

日
を
つ
く
り
ま
す
。

�

�

�

�

�������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

・　

一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
す
。

・　

毎
日
一
回
以
上
、
両
手
い
っ
ぱ
い
の

野
菜
を
食
べ
ま
す
。

・　

自
分
に
と
っ
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
食
事

量
を
知
り
ま
す
。

・　

外
食
を
す
る
時
や
食
品
を
買
う
時
は
、

栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
ま
す
。

・　

し
っ
か
り
噛
ん
で
、
十
五
分
以
上
時

間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
す
。

・　

健
康
づ
く
り
料
理
教
室
な
ど
、
地
域

活
動
に
進
ん
で
参
加
し
ま
す
。

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

（　

歳
以
上
）

６５

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み
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今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
を
中

心
に
説
明
し
ま
す
。

六　

組
織

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
顧
問
を
、
川
上

昭
吾
愛
知
教
育
大
学
教
授
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

川
上
教
授
は
、
理
科
教
育
が
専
門
で
日

本
理
科
教
育
学
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
大
学
に
い
な
が
ら
も
、
学
校
の
「
授

業
」
か
ら
離
れ
な
い
研
究
を
進
め
る
こ
と

を
身
上
と
し
、
全
国
各
地
の
学
校
で
実
際

に
理
科
の
授
業
を
行
っ
て
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
も
、
昨
年
の
十
二
月
一
日

に
南
部
小
学
校
の
五
年
生
を
対
象
に
理
科

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を

引
き
つ
け
る
教
材
・
教
具
を
用
意
し
、
問

題
意
識
を
も
た
せ
な
が
ら
の
授
業
展
開
に

児
童
は
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
教
育
に
も

通
じ
て
い
ま
す
の
で
、
適
切
な
指
導
を
い

た
だ
け
ま
す
。　

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
幼
児
教
育
部
会
、

生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
・
食
育
研
究
部
会
、

教
科
研
究
部
会
、
道
徳
・
健
康
教
育
研
究

部
会
、
総
合
的
な
学
習
研
究
部
会
の
五
つ

の
研
究
部
会
を
設
置
し
、
一
月
十
五
日
の

広
報
に
掲
載
し
た
研
究
内
容
に
つ
い
て
分

担
し
て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

顧
問
、
会
長
、
副
会
長
、
各
研
究
部
の

部
長
と
副
部
長
、
事
務
局
が
推
進
委
員
と

な
り
ま
す
。

　

各
研
究
部
に
は
、
十
人
か
ら
十
九
人
の

研
究
部
員
が
所
属
し
、
総
勢
で
百
五
人
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
部
員
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園

長
、
主
任
保
育
士
、
教
諭
、
父
母
の
会
の

代
表
、
小
中
学
校
の
教
諭
、
養
護
教
諭
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
町
保
健
師
、
産
業
課
・

社
会
教
育
課
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

事
務
局
は
、
学
校
教
育
課
職
員
が
務
め

ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
図
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

シリーズ ③ 

プロジェクト推進委員会議 

会長：阿久比中学校長 副会長：教育次長・民生部長 

推  進  委  員 各研究部部長（５人）・副部長（１３人）・事務局（２人） 

顧　　　問 川上昭吾愛知教育大学教授・阿久比町教育長 

合　　計 

研究部員 

副  部  長 

部　　長 

①幼児教育研究部会 

２３人 

１９人 

３人 

東部保育園長 

合　　計 

研究部員 

副  部  長 

部　　長 

②生活習慣・学習習慣・ 
　食育研究部会 

１９人 

１５人 

３人 

南部小学校長 

合　　計 

研究部員 

副  部  長 

部　　長 

③教科研究部会 

２２人 

１８人 

３人 

英比小学校長 

合　　計 

研究部員 

副  部  長 

部　　長 

④道徳・健康教育研究部会 

２１人 

１８人 

２人 

草木小学校長 

合　　計 

研究部員 

副  部  長 

部　　長 

⑤総合的な学習研究部会 

１３人 

１０人 

２人 

東部小学校長 

阿久比町幼・保・小・中一貫教育プロジェクト組織図 

小学校での授業

川上昭吾教授
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今
ま
で
同
じ
幼
児
を
育
て
な
が
ら
、
そ

の
ね
ら
い
が
違
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
な

か
な
か
連
携
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
幼
稚
園
と
保
育
園
、
育
て
た
子
ど
も
を

送
り
出
し
な
が
ら
、
指
導
者
同
士
の
連
携

が
と
れ
な
か
っ
た
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小

学
校
、
中
学
校
の
教
諭
、
保
育
士
が
同
じ

土
俵
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
成
長
に
必
要

な
も
の
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
は
一

歩
前
進
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
の
代
表
に
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
家
庭
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
家
庭
と
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
が

共
通
理
解
を
図
ら
な
く
て
は
子
ど
も
は
よ

い
方
へ
は
育
ち
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
実
際
に
問
題
が
起
こ
っ

た
と
き
に
は
、
教
諭
と
保
護
者
は
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
内

容
は
目
先
の
子
ど
も
の
姿
だ
け
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
ほ
と
ん
ど
で
、
十
五
歳
の

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
据
え
て
の
話
し
合

い
は
な
か
な
か
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
時
間
を
か
け

て
保
護
者
と
教
諭
が
話
し
合
う
の
は
大
変

有
意
義
な
こ
と
で
す
。

七　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
子
育
て
に
つ
い

て
三
つ
の
柱
を
中
心
に
話
し
合
い
、
そ
の

望
ま
し
い
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
の
柱
は
「
学
習
指
導
の
一
貫
性
」

「
阿
久
比
町
の
特
色
あ
る
教
育
」「
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
」
で
す
。
こ
の
三
つ
の

柱
を
幼
稚
園
・
保
育
園
段
階
か
ら
中
学
校

ま
で
一
貫
さ
せ
、
そ
れ
を
行
政
や
各
種
団

体
が
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
こ
に
、
保
護
者
・
地
域
が
載
せ
て
あ

り
ま
せ
ん
が
、
三
つ
の
柱
に
な
る
部
分
に

常
に
か
か
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
は
不
可
能
で
す
の
で
、

全
体
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
付

け
足
し
て
お
き
ま
す
。

　

全
体
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
通
り
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

中
　
学
　
校 

家
庭 

幼
稚
園
・
保
育
園 

小
　
　
学
　
　
校 

行
政
（
教
育
委
員
会
・
防
災
交
通
課
・
住
民
福
祉
課
・
企
画
財
政
課
な
ど
） 

部
活
動
指
導
支
援 

職
場
体
験
支
援
事
業
所 

保
護
司 

営
農
研
究
会 

主
任
児
童
委
員
・
民
生
児
童
委
員 

全体イメージ 

 
幼児教育（家庭における子育ての基本） 

 

阿
久
比
町
の
特
色
あ
る
教
育 

小
中
一
貫
し
た
総
合
学
習
の
実
現（
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
英
語
活
動
・
環
境
学
習
な
ど
） 

  

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
（
心
の
教
育
・
性
教
育
・
食
育
な
ど
） 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
く
べ
き
基
本
的
生
活
習
慣
な
ど
を
明

ら
か
に
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
同
一
歩
で
行
う
指
導
を
実
現 

 

学
習
指
導
の
一
貫
性 

　
各
学
年
で
、
確
実
に
責
任
を
も
っ
て
全
員
に
定
着
さ
せ
る
べ
き
学
習
内
容（
ミ

ニ
マ
ム
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）を
明
ら
か
に
し
、
一
貫
性
の
あ
る
指
導
を
実
現 

児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所 
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　阿久比町誌資料編１にある天保１２年（１８４１年）の阿
久比１６カ村の村絵図を毎回３村ずつ解説付きで紹介し
ています。（第１回は横松村・萩村・大古根村を紹介し
ました。）
　「温故知新」という言葉があります。村絵図から現在
の阿久比町についてあれこれ考えてみるのもいいです
ね。
　今後順次展示を行います。次回は宮津村、植村、矢
口・高岡村の予定です。

　子ども英語教室ＡＢＣはその名のとおりＢｕｄｓ
（つぼみ）のころから英語に親しんでもらおうと約１０
年前から始まった公民館のいきがい教室です。
　小学２年生から５年生までの子どもたちがカードな
どを使った遊びや歌を通して楽しみながら生きた英語
に親しみました。
　この講座で少しでも英語が好きになってくれたらう
れしいです。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂ

阿 久 比 の 村 絵 図 展 示

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見えええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるこここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思うううううううううううううううううううううこここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合うううううううううううううううううううううこここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

が ん ば り ま し た

平成１７年９月２５日（日）～１２月１８日（日）　全１０回

　千葉県千葉市で昨年１１月に開催された第４１回社団
法人全日本菊花連盟全国大会に、阿久比町菊花連合
会から２５人が１１７点を出品しました。
　大会では、全国から１，０１２人の菊愛好者が丹精込め
て作った３，３３４点（１２部門５０種類）が出品され、美し
さと優雅さを競いました。
　阿久比町から次の皆さんが各賞を受賞しました。

（敬称略）
古花厚走（白）の部　優等　大村　一夫、新美　泰正
古花太管（色物）の部　入選
　　　　　　　　　　　　竹内幸太郎、大村　一夫
競技花厚物の部　入選　　金銅　国親、新美　　實
　　　　　　　　　　　　竹内　則夫、福本　　悟
スプレー菊の部　　　　　竹内　豊子
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　２月６日（月）から２５日（土）まで中央公民館本館
（１階と２階の機械室）でアスベスト除去工事を行
います。
　２階の全部屋を使用禁止とし、全館暖房使用がで
きなくなります。ご迷惑をおかけしますが、理解と
協力をお願いします。
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横
松
遺
跡
を
訪
れ
た
。
昭
和
六
十
年
か

ら
数
回
に
わ
た
る
調
査
で
縄
文
土
器
や
矢

じ
り
が
見
つ
か
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
内

唯
一
の
縄
文
遺
跡
で
あ
る
。

　

町
誌
の
資
料
で
場
所
を
確
認
し
、
遺
跡

は
横
松
の
神
明
社
東
側
一
帯
に
存
在
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
神
明
社

に
向
か
っ
た
。

　

新
し
い
年
と
な
っ
て
二
週
間
が
過
ぎ
る
。

神
社
境
内
の
拝
殿
正
面
に
は
、
し
め
縄
が

飾
ら
れ
、
正
月
の
名
残
り
は
あ
る
が
、
人

影
は
な
く
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
。
目
印

と
な
る
看
板
も
な
く
、
現
地
は
遺
跡
と
い

う
感
じ
は
全
く
な
い
。

　

あ
わ
よ
く
ば
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
牙
の
化

石
で
も
見
つ
け
考
古
学
の
定
説
を
打
ち
破

る
よ
う
な
大
発
見
を
と
、
ひ
そ
か
な
夢
を

抱
き
つ
つ
周
辺
を
歩
い
た
。

　

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
男
性
に
出
会
う
。

「
こ
の
辺
り
に
縄
文
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
詳
し
い

こ
と
は
知
ら
な
い
け
ど
、
ず
い
ぶ
ん
前
に

あ
の
畑
の
辺
を
発
掘
し
て
た
か
な
あ
」
と

民
家
の
裏
側
の
畑
を
指
さ
し
て
教
え
て
く

れ
た
。
う
れ
し
い
こ
と
に
、
男
性
の
自
転

車
の
か
ご
の
中
に
は
私
が
作
っ
た
広
報
あ

ぐ
い
が
入
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
配
っ

て
く
れ
て
い
る
途
中
だ
と
分
か
り
「
実
は

こ
の
広
報
、
僕
が
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
宣
伝
を
し

て
男
性
と
別
れ
る
。

　

畑
の
方
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

畑
に
は
民
家
の
敷
地
を
通
ら
な
け
れ
ば
行

け
な
い
の
で
、
住
人
の
方
（
気
さ
く
な
夫

婦
）
に
許
し
を
得
て
中
へ
入
れ
て
も
ら
う
。

「
何
か
掘
っ
て
た
み
た
い
だ
け
ど
、
あ
ま

り
珍
し
い
も
の
は
出
て
こ
な
か
っ
た
み
た

い
だ
よ
」
と
夫
婦
は
笑
い
な
が
ら
話
し
て

く
れ
た
。

　

畑
で
白
色
に
風
化
し
た
貝
を
見
つ
け
る
。

も
し
か
し
て
縄
文
人
が
食
べ
た
貝
で
は
な

い
か
と
思
い
、
手
に
取
っ
て
眺
め
て
い
る

と
「
そ
れ
は
、
食
べ
た
貝
を
肥
料
に
す
る

た
め
に
何
年
か
前
に
そ
こ
に
捨
て
た
も
の

だ
よ
」
と
縁
側
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て

い
る
夫
婦
に
言
わ
れ
た
。
や
は
り
大
発
見

は
、
専
門
家
に
よ
る
ち
密
な
調
査
に
委
ね

る
こ
と
に
す
る
。

　
「
史
跡
を
巡
る
」の
連
載
は
今
回
で
終
了

し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
「
阿
久
比
の
村
絵

図
を
歩
く
」
を
連
載
し
ま
す
。 Ｎ 

横松 

55

阿
久
比
川 

神明社神明社 神明社 

横松遺跡 横松遺跡 

縄文遺跡のある神明社境内

以前に発掘が行われた畑

発掘調査で出土した矢じりや土器
（中央公民館本館展示）
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１　新たに利用可能となった手続き

署名の有無
申　　請　　書No

法人個人
○○特定建設作業の実施の届出１
○○特別徴収義務者所在地・名称等変更の届出２
○○名寄帳（土地・家屋）の写しの交付の請求３

建物取り壊しの届出４
事業証明書の交付の請求５

○○物件（土地・家屋）証明書の交付の請求６
○○物件証明書（車庫証明用）の交付の請求７

水道使用開始の届出８
下水道使用開始の届出９
水道使用中止の届出１０
下水道使用中止の届出１１
水道使用者変更の届出１２
下水道使用者変更の届出１３

※　システムの利用に必要なものは、Ｗｉｎｄｏｗｓ対応のパソコン（ＯＳのバージョンはＸＰまたは２０００、Ｍｅ、ＮＴ
４．０、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｖｅｒ ２００３）とインターネット接続環境
※　電子署名（書面での申請で署名や押印に相当する行為）が必要な手続きは、事前に電子証明書を取得する必
要があります。
　役場住民福祉課で住民基本台帳カードを取得して公的個人認証サービスによる電子証明書を取得してくださ
い。電子署名手続きを行うには、対応ＩＣカード読み取り装置が必要です。
　下表の署名有無欄の法人欄に○が付いている手続きで、法人が申請を行う場合は商業登記に基づく電子認証
制度による電子証明書が必要です。詳しくは名古屋法務局の法人登記部門まで問い合わせください。
※　手数料が必要な申請・届出については、郵便小為替の郵送による納付または役場窓口での納付となります。
※　証明書などの交付物は、プリントアウト（印刷）できません。郵送または役場窓口の交付となります。
□問い合わせ先
・電子申請・届出システムに関すること　　　・申請、手続きの内容に関すること
　企画財政課　�（４８）１１１１（内３０３）　　　　　 下表に記載の各担当課
・公的個人認証サービスに関すること　　　　・商業登記に基づく電子認証制度に関すること
　住民福祉課　�（４８）１１１１（内２２４）　　　　　 名古屋法務局法人登記部門　�０５２（９５２）８１１１

　１月２４日から電子申請・届出システムの利用可能な手続きが下表のとおり追加されました。
　住民票や戸籍の写しの交付請求、所得証明書の交付請求、児童手当認定請求などの４１の手続き（内容詳細は平成
１７年１月１日号の「広報あぐい」または町ホームページで確認してください。）がインターネットで行えます。

２　申請対象が拡大された手続き

署名の有無
申　　請　　書No

法人個人

○○
固定資産（土地・家屋）評価証明書の交付
の請求

１

○○
固定資産（土地・家屋）公課証明書の交付
の請求

２

○○納税証明の交付の請求（車検用）３

○○納税証明の交付の請求（車検用以外）４

○○
給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者
異動届出

５

※　署名の有無欄に○の記載があるものは、個人：公的個人認証
サービス、法人：法務省　商業登記に基づく電子認証制度によ
る電子証明書が必要な手続きです。

ができます 
※　上記アドレスを入力すると右図の画面
が表れますので、利用案内に従って申請・
届け出を行ってください。

https://www.shinsei.e-aichi.jp/
home/index.html

利用可能手続きを追加 
電子申請・届出システム 

利用できる手続きを追加 
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こ
の
ほ
か
郵
便
で
取
り
寄
せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
代
理
を
頼
め
な
い
場
合
な
ど

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
戸
籍

住
民
係
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

�
　

内
容
に
変
更
が
な
い
限
り
、
住
民
票
の

写
し
に
有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戸
籍
、
印
鑑
証
明
に
関
し
て
も
同
じ
で

す
。
提
出
先
に
よ
っ
て
は
「
三
カ
月
以
内

の
も
の
」
な
ど
期
限
を
設
け
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

世
帯
主
と
は
一
つ
の
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
代
表
者
で
す
。
一
般
的

に
は
主
に
生
計
を
立
て
て
い
る
人
で
、
社

会
通
念
上
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
人
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
家
に
二
つ
の
家
族
が
暮
ら
す
場

合
は
世
帯
を
二
つ
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
に
世
帯
主
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
世
帯
番
号
も
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
ま
す
。

二
つ
の
世
帯
を
一
つ
に
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課
戸
籍
住

民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２

５
・
２
２
４
）

住
民
票
の
写
し
に

住
民
票
の
写
し
に

有
効
期
限
は
あ
り
ま
す
か

　
　

有
効
期
限
は
あ
り
ま
す
か

世
帯
主
と
は
何
で
す
か

世
帯
主
と
は
何
で
す
か

�
　

住
民
票
の
写
し
に
は
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
阿
久
比
町
民
に
な
っ
た

日
、
前
の
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
す
れ
ば
世
帯
主
や
続
柄
、
本
籍

地
、
筆
頭
者
を
表
示
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
た
だ
し
こ
の
四
つ
の
項
目
に
限
り
、

本
人
か
同
居
し
て
い
る
親
族
の
方
以
外
か

ら
の
請
求
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

町
内
で
住
所
変
更
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
履
歴
を
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
は
住
所
と
家
族
関
係
の

証
明
で
す
の
で
、
一
枚
に
同
じ
世
帯
の
家

族
全
員
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
な
方
一
人
だ
け
、
ま
た
は
数
人
を
選

ん
で
一
枚
に
表
示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

役
場
の
住
民
福
祉
課
窓
口
で
す
。

　

一
通
二
百
円
で
す
。
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど
役
場
の
閉
庁
時
間
は
取
得
で
き

ま
せ
ん
。

　

本
人
か
同
居
し
て
い
る
家
族
な
ら
、
阿

久
比
町
以
外
の
役
所
で
も
住
民
票
の
写
し

を
取
得
で
き
ま
す
。
本
籍
の
表
示
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
に
は

住
民
票
の
写
し
に
は

何
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

何
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か

住
民
票
の
写
し
は

住
民
票
の
写
し
は

ど
こ
で
取
得
で
き
ま
す
か

　
　

ど
こ
で
取
得
で
き
ま
す
か

第
二
回
　
住
民
票
の
疑
問 

臨時休館のお知らせ
　東部知多温水プールを次のとおり臨時休館
します。
□臨時休館日
　２月１３日（月）～２月２０日（月）
□休館理由
　東部知多クリーンセンター整備期間のため
□問い合わせ先
　東部知多クリーンセンター
　�０５６２（４４）０２７１　

人
権
擁
護
委
員
に
大
村
峯
子
さ
ん

　

一
月
一
日
付
け
で
、
大
村
峯
子
さ

ん
が
法
務
省
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

い
つ
で
も
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
連
絡
先

阿
久
比
町
大
字
福
住
字
松
本
五
八

‐
一

　

�（
４
８
）０
５
６
６　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害に遭い、警察

や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してくれな
いといった不満を持っている方は、検察審査会に相談して
ください。
　検察審査会は、国民の中から「くじ」で選ばれた１１人の
検察審査員によって構成され、皆さんの代表として、検察
官が被疑者を裁判にかけなかったこと（不起訴といいま
す。）の当否について審査します。
　相談や申し立てについての費用は無料で、秘密は固く守
られます。
　あなたも検察審査員に選ばれるかもしれません。その時
には、国民の代表としてこの仕事に協力をお願いします。

□問い合わせ先
　半田検察審査会事務局
　�（２１）０２５９　（内１２０）

検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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□
勤
務
場
所　

　

東
部
・
英
比
・
南
部
各
小
学
校
、
阿
久

比
中
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
用
務
員

□
募
集
人
員　

四
人
（
各
学
校
一
人
）

□
勤
務
期
間

　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
一
日
七
・
五
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
八
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�□
勤
務
場
所　

中
央
公
民
館　

□
勤
務
内
容　

公
民
館
受
付
事
務
、
管
理
、

講
座
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
期
間

　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
五
時
〜
午
後

九
時
四
十
五
分

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
八
時

半
〜
午
後
五
時
十
五
分　

午
後
五
時
〜
午

後
九
時
四
十
五
分

※　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
月
十
二
日

程
度
）

□
賃　

金　

七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
八
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方　
　
　

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）　

�□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容

　

各
小
中
学
校
給
食
配
送
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜

□
勤
務
時
間　

学
校
休
業
日
以
外　

午
前

十
時
〜
午
後
三
時
（
一
日
四
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

千
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

阿
久
比
町
在
住
で
、年
齢
六
十
三
歳（
平

成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康

で
三
ト
ン
車
を
運
転
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

健
康
診
断
書
（
後
日
提
出
可
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 
�（
４
８
）５
１
１
１

�□
勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森

□
勤
務
内
容　

施
設
の
維
持
・
管
理

□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
期
間

　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日（
一
日
五
時
間
程
度
）

　

町
の
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る

□
賃　

金　

七
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
八
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
５
４
）

�□
勤
務
場
所　

住
民
福
祉
課

□
勤
務
内
容

　

児
童
虐
待
、
子
育
て
相
談
な
ど
、
子
ど

も
に
関
す
る
相
談
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



□
勤
務
時
間

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

□
賃　

金

　

町
規
定
の
嘱
託
職
員
給
に
よ
る

□
応
募
資
格

　

教
諭
ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限

　

二
月
二
十
四
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
半
田
募
集
事

務
所　

�（
２
１
）０
０
０
４

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�

�

�

�

�

�

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

試験期日受付期間受験資格募集種目

平成１８年２月
５日（予定）

～平成１８年２
月４日（予定）

採用予定月の１
日現在、１８歳以
上２７歳未満の男
子

男　

子

２
等
陸
・
海
・
空
士

平成１８年４月
１５日～１７日ま
でのいずれか
１日を指定さ
れます。（予
定）

～平成１８年４
月７日（予定）

平成１８年７月１
日現在、１８歳以
上３４歳未満の方

一　

般
予
備
自
衛
官
補（
第
１
回
）

平成１８年７月１
日現在、１８歳以
上で、保有する
技能に応じ５３歳
～５５歳未満の方

技　

能
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土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚

染
や
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
町

民
生
活
の
安
全
確
保
と
生
活
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
阿
久
比
町
土
砂
等

の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災

害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
（
通

称　

土
壌
汚
染
防
止
条
例
）
が
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

施
行
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
土
壌
汚

染
防
止
条
例
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

第
一
回　

二
月
十
七
日（
金
）

　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

　

第
二
回　

二
月
二
十
四
日（
金
）

　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

□
場　

所

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

二
階

□
対
象
者

　

土
地
所
有
者
、
事
業
者
な
ど

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�
　
「
野
焼
き
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
な
ど
を

営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
焼
却
や
慣
習
・

宗
教
上
行
事
の
焼
却
な
ど
一
部
の
例
外
を

除
き
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
禁
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。
違
反
者
に
対
し
て
は

罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

再
資
源
化
で
き
る
も
の
は
燃
や
さ
ず
に

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
は
廃
棄

物
と
し
て
、
行
政
が
回
収
で
き
る
ご
み
に

つ
い
て
は
、
指
定
日
に
指
定
場
所
へ
出
し
、

回
収
で
き
な
い
ご
み
・
事
業
者
か
ら
出
た

ご
み
に
つ
い
て
は
、
処
理
業
者
で
処
分
を

す
る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�
　

都
市
計
画
決
定
権
者
で
あ
る
愛
知
県
と

阿
久
比
町
が
都
市
計
画
の
案
の
作
成
段
階

で
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

（
都
市
計
画
法
第
十
六
条
第
一
項
）
衣
浦

西
部
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
（
県
決

定
）
と
地
区
計
画
の
決
定
（
町
決
定
）
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
住
民
と
利

害
関
係
人
に
対
し
て
、
都
市
計
画
の
原
案

を
事
前
に
周
知
す
る
た
め
一
般
の
閲
覧
を

行
い
ま
す
。

《
原
案
の
閲
覧
》

□
期　

間　

二
月
一
日（
水
）〜
十
四
日

（
火
）　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
場　

所　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
建
設

課（
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、愛

知
県
庁
五
階
都
市
計
画
課
で
も
閲
覧
）

《
説
明
会
》

□
日　

時　

二
月
十
五
日（
水
）　

午
後
七

時
〜
午
後
九
時

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
場　

所　

宮
津
団
地
老
人
憩
の
家

　

�（
４
８
）１
６
９
９

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

※　

用
途
地
域
の
変
更（
県
決
定
）は
、
愛

知
県
都
市
計
画
課
�
０
５
２（
９
５
４
）

６
５
１
８
で
も
可

�
　

小
廻
間
地
区
計
画
（
町
決
定
）
の
原
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
原
案
に
つ
い
て
区

域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
利
害
関
係
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
町

に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

《
原
案
の
縦
覧
》

□
期　

間　

二
月
十
六
日（
木
）〜
三
月
二

日（
木
）　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
場　

所　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
建
設

課
□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
を
含
ん
だ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

三
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所

（
定
員
二
十
人
）

　

三
月
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

半
田
消
防
署（
定
員
三
十
人
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
問
い
合
わ
せ
先

　

成
岩
出
張
所　

�（
２
４
）０
１
１
９

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

※　

受
講
希
望
の
方
は
、
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitac
hu/syoubousyo/fram

epage1.htm

　

平
成
十
七
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ

い
義
援
金
に
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

平
成
十
七
年
度
草
木
厄
歳
会　

様

　

草
木
小
学
校
へ
運
動
会
な
ど
で
使
用
す

る
大
玉
一
組
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
二
組
、
授
業

で
使
用
す
る
一
輪
車
二
台
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

�

�

金額（円）設　置　場　所

７１３役 場

１４２中央公民館本館

１，００１社会福祉協議会

１，９３４保 健 セ ン タ ー

２５７町 立 図 書 館

１，５１１エスペランス丸山

３６４ふ れ あ い の 森

２３２ス ポ ー ツ 村

６，１５４合　　　　計

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，９８１　　（　３）

人　口　２４，８１７人（△６）

　男　　１２，３００人（△１）

　女　　１２，５１７人（△５）

（　　）は前月との増減数

１２月中の異動

　出生　１４　転入　５９

　死亡　１４　転出　６５

平成１８年１月１日現在

スポーツ村トレーニング室で体を鍛えませんか 
　　　　　　　　　□問い合わせ先　阿久比スポーツ村 fl(49)2500

□使用時間　午前9時～午後5時 
　　　　　（12月28日～1月4日以外は年中無休） 
□使  用  料　中学生以上1人1回200円（時間制限なし） 
　　　　　（小学生以下は使用できません。） 

トレーニング 

登録証 
発行 

講　習　会 
毎週日曜日 

午前10時～正午 

クラブハウス 
受付で手続き 

※事前に電話で予約をして 
　ください。（定員15人） 

利用方法 


